
農地利用調整会議が開催されました
　村農業委員会が主催するこの会議は、農地を売りたい・貸したい方の希望と、農地を買い
たい・借りたい方の希望を照らし合わせて結ぶものです。「もうちょっと田んぼを増やしたく
てね」 というベテラン農家さんや、「野菜や果樹を始めたくて南箕輪で探しています!」 とい
う新規就農希望者さんなど、大勢の方が集まってにぎやかな会議となりました。
 （関連記事2～3ページ）

日
時　

３
月
11
日
（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
12
時
（
要
予
約
）

場
所　

役
場
１
階 

相
談
室

　
　
　
（
玄
関
ホ
ー
ル
横
）

　
「
後
継
者
が
い
な
い
の
で
、
農
地
を
貸
し
た
い
…
」

「
農
業
を
始
め
た
い
か
ら
農
地
を
借
り
た
い
…
」
な
ど
、

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
以
外
で
も
相
談
事
が
あ
れ
ば
、
地
元
の

委
員
や
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
72

－

２
１
７
６

（
平
日
午
前
８
時
30
分

　

 

〜
午
後
５
時
15
分
）
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編
集
委
員
会
で
は
農
業
へ
の
関
心
を

持
っ
て
頂
け
る
よ
う
毎
回
知
恵
を
絞
り
、

任
期
の
3
年
間
で
6
部
の
農
業
委
員
会

だ
よ
り
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
農
業
委
員
会
の
活
動
や
地
域
農
業

の
情
報
を
い
か
に
分
か
り
や
す
く
親
し

み
や
す
く
伝
え
ら
え
る
か
、
内
容
を
持

ち
寄
り
楽
し
く
話
し
合
い
を
し
た
事
が

記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
発
行
に
際
し

て
取
材
を
快
く
受
け
て
頂
い
た
皆
様
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
で
は
高
齢
化
な
ど
で
農
業
を
や
め

る
方
が
い
る
一
方
、
村
内
外
か
ら「
新
規

に
農
業
を
し
た
い
」「
規
模
拡
大
し
た
い

の
で
農
地
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
記
事
中
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
農

地
を
管
理
す
る
皆
様
の
ご
尽
力
の
お
か

げ
で
、
遊
休
農
地
が
減
少
し
ま
し
た
。
改

め
て
、
地
域
農
業
の
発
展
に
は
村
民
の

皆
様
の
ご
協
力
な
く
し
て
成
り
立
た
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
現
在
農
業
は
、
温

暖
化
、
コ
ロ
ナ
や
社
会
情
勢
に
よ
る
物

価
高
騰
な
ど
課
題
は
山
積
み
で
す
が
、

各
関
係
機
関
、
農
業
者
の
皆
様
と
手
を

取
り
合
い
協
力
し
て
魅
力
あ
る
農
業
を

目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

　

7
月
に
は
農
業
委
員
会
の
改
選
が
あ

り
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
緒

に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

後
記

編
集

　

お
寄
せ
頂
い
た
ご
質
問
、
ご
意
見
、
ご
感
想
は
、
読
者
の

皆
様
と
農
業
委
員
会
の
交
流
の
場
と
し
て
次
回
以
降
の「
農

業
委
員
会
だ
よ
り
」の
紙
面
へ
掲
載
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

南
箕
輪
村
農
業
委
員
会
事
務
局

〒
3
9
9

－

4
5
9
2 

南
箕
輪
村
4
8
2
5

－

1

（
役
場
産
業
課
内
）

皆
様
か
ら
の
農
業
に
関
す
る
ご
質
問
、
ご
意
見
、
農
業

委
員
会
だ
よ
り
の
ご
感
想
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
一
般
公
募
・
団
体
か
ら
の
推
薦
受
付　

3
月
10
日（
金
）〆
切

●
区
か
ら
の
推
薦　

3
月
16
日（
木
）〜
4
月
14
日（
金
）

●
候
補
者
の
選
考　

5
月

●
議
会
の
同
意（
農
業
委
員
の
み
）　

6
月

●
新
体
制
の
任
期　

7
月
20
日
か
ら
令
和
8
年
7
月
19
日
ま
で（
3
年
間
）

　

今
年
7
月
19
日
に
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
が
任
期
満
了
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
農
業
委
員
会
で
は
、

農
業
委
員
11
人
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
４
人
の
合
計

15
人
が
、
一
人
ず
つ
担
当
地
区
を
受
け
持
ち
活
動
し
て
い
ま

す
。
役
割
の
違
い
は
次
の
表
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
が
、
委
員

会
全
体
と
し
て
両
委
員
が
連
携
し
、
地
域
の
農
業
、
農
業
者

の
世
話
役
と
し
て
の
き
め
細
か
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

農 業 委 員

農地利用最適化推進委員

　

主
な
役
割
は
、
農
業
委
員

会
の
総
会
や
部
会
で
の
意
思

決
定
、
つ
ま
り
、
農
地
の
権
利

移
動
や
転
用
の
許
可
決
定
で

す
。
こ
の
ほ
か
、
現
場
活
動
を

行
い
、
農
地
の
権
利
移
動
、
遊

休
農
地
や
転
用
の
現
地
確
認
、

農
業
者
等
へ
農
地
の
利
用
意

向
調
査
等
を
行
っ
た
り
、
地

域
で
の
話
し
合
い
に
参
加
し

た
り
し
ま
す
。

　

主
な
役
割
は
、「
農
地
等
の
利

用
の
最
適
化
」つ
ま
り
、
担
い
手

へ
の
農
地
集
積
や
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
、
解
消
、
新
規
参
入
の

促
進
な
ど
、
日
常
的
な
現
場
活
動

で
す
。
こ
の
ほ
か
、
総
会
、
部
会

に
出
席
し
て
農
地
利
用
の
最
適

化
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
た
り
、

農
地
の
権
利
移
動
・
転
用
に
あ

た
っ
て
の
意
見
を
述
べ
た
り
し

ま
す
。

改
選
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

村
の
農
業
の
未
来
に

つ
い
て
、
一
緒
に
考
え

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

（
編
集
委
員
　
北
爪 

秀
夫
　
菅
家 

美
果
）

農
地
相
談
会

新
規
参
入
相
談
会

お
知
ら
せ

今
年
７
月
は

農
業
委
員
の
改
選
で
す

今
年
７
月
は

農
業
委
員
の
改
選
で
す
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あ
い
さ
つ

　

春
一
番
、
今
年
も
新
た
な
気
持

ち
、
期
待
一
杯
で
農
業
を
始
め
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

平
素
は
農
業
委
員
会
活
動
に
ご

理
解
、
ご
協
力
を
頂
き
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
農
業
は
、
災
害
等
も
無

く
概
ね
良
好
な
年
で
あ
っ
た
か
と

感
じ
ま
す
が
、
反
面
、
円
安
や
外

圧
に
よ
る
資
材
価
格
の
高
騰
等
、

先
行
き
不
安
な
状
況
が
続
い
て
お

り
、
せ
め
て
農
産
物
価
格
の
値
上

が
り
く
ら
い
は
と
願
う
と
こ
ろ
で

す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
農
業
情
勢
や
政

策
の
変
化
に
は
目
ま
ぐ
る
し
い
も

の
が
あ
り
、
農
業
委
員
会
で
も
対

応
に
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　

村
の
農
業
は
水
田
を
中
心
に
、

畑
作
、
果
樹
、
畜
産
等
多
岐
に
渡

っ
て
い
る
中
で
、
地
域
の
農
業
を

守
り
食
料
の
安
定
生
産
を
通
し
て

農
業
者
の
生
活
を
支
え
て
い
く
た

め「
農
地
利
用
の
最
適
化
」を
軸

に
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
法
令
に
よ
る
許
認
可

は
勿
論
で
す
が
、
農
地
パ
ト
ロ
ー

南
箕
輪
村
農
業
委
員
会 

会
長
　
　
　

髙
木  

繁
雄ル

、
農
地
等
の
相
談
会
、
農
地
の

利
用
調
整
や
あ
っ
せ
ん
等
を
通
じ

て
遊
休
農
地
の
解
消
と
発
生
防
止
、

新
規
就
農
者
の
掘
り
起
こ
し
や
意

欲
的
農
業
者
へ
の
農
地
集
積
と
集

約
、
併
せ
て
農
業
功
績
者
の
表
彰

や
老
後
の
為
に
農
業
者
年
金
加
入

の
推
進
等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ

れ
か
ら
の
村
農
業
の
在
り
方
、
進

む
方
向
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」を
基
に
検
討

し
て
い
か
な
く
て
は
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依

然
厳
し
い
も
の
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
皆
さ
ん
方
の
ご
指
導
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
７
月
に
は
農
業

委
員
会
も
改
選
と
な
り
ま
す
。
幅

広
い
層
か
ら
選
任
頂
け
る
よ
う
ご

推
薦
の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

無
事
故
で
万
事
に
従
事
さ
れ
、
実

り
多
い
年
と
な
る
様
祈
念
致
し
ま

し
て
発
刊
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

上
伊
那
農
業
委
員
会
協
議
会

が
主
催
す
る
令
和
4
年
度
の「
農

業
功
績
者
」に
、
南
殿
区
在
住
の

唐
木
光
景
さ
ん
が
認
定
さ
れ
、

2
月
に
開
催
さ
れ
た「
第
19
回
明

日
に
翔
け
! 

上
伊
那
フ
ァ
ー
マ

ー
ズ
の
集
い
」で
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

唐
木
さ
ん
は
、
51
歳
ま
で
は

大
工
と
兼
業
で
農
業
を
し
て
い

た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
専
業
に

な
り
、
最
盛
期
に
は
水
稲
4
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
畑
は
長
ネ
ギ
を
中

心
に
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
耕
作
し
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽
培
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

南
殿
区
で
は
、
耕
作
で
き
な

い
約
20
農
家
よ
り
要
請
を
受
け
、

耕
作
し
に
く
い
土
地
や
ア
ク
セ

ス
の
悪
い
農
地
を
引
き
受
け
て

き
ま
し
た
。
地
域
の
農
業
者
か

ら
は
栽
培
技
術
力
が
高
い
と
評

価
さ
れ
て
お
り
、
時
に
は
収
穫

の
で
き
な
く
な
っ
た
ネ
ギ
農
家

の
収
穫
を
手
伝
っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
そ
う
で
す
。
几
帳
面
な
性

格
か
ら
農
地
の
保
全
管
理
や
畦

畔
管
理
に
気
を
配
り
、
地
域
の

耕
作
放
棄
地
の
現
状
復
帰
に
も

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
上

伊
那
白
ネ
ギ
共
同
出
荷
施
設
利

用
組
合
の
組
合
長
を
担
い
、
外

部
生
産
先
進
地
等
の
情
報
収
集

に
努
め
、
栽
培
技
術
の
標
準
化

等
を
共
有
化
し
、
全
体
品
質
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

80
歳
を
過
ぎ
た
今
も
な
お
、

奥
様
と
二
人
三
脚
で
農
業
に
励

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
お
元
気
の

秘
訣
は
、
毎
朝
一
時
間
ほ
ど
行

う
散
歩
だ
そ
う
で
、
足
腰
を
鍛

え
る
コ
ツ
だ
と
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
50
歳
過
ぎ
ま

で
地
元
の
殿
村
八
幡
宮
の
弓
道

場
で
仲
間
と
一
緒
に
弓
道
を
楽

し
ま
れ
た
そ
う
で
す
。
近
年
は
、

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
栽
培
に
も
取

り
組
ま
れ
、
農
業
の
可
能
性
に

挑
戦
し
続
け
て
い
ま
す
。

唐
木
光
景
さ
ん（
82
歳
）

南
殿
区

農
業
功
績
者

農
業
功
績
者

遊休農地の状況
84,194

26,598

37,879

86,309

62,307

29,232 18,618

31,218

48,350

117

106

82

総面積 新規発生面積

総筆数

解消面積

面積（㎡） 筆数

リポート

農
地
利
用
調
整
会
議

　

令
和
4
年
11
月
24
日
19
時
半
よ
り
、
村
役
場
2
階
講
堂

に
て「
農
地
利
用
調
整
会
議
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
か
ら
は
開
催
時
期
を
11
月
下
旬
に
変
更
し
、
翌
年
春
か

ら
の
農
業
経
営
計
画
を
立
て
や
す
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
参
加
者
は
、
認
定
農
業
者
と
「
南
箕
輪
村 

人
・
農
地
プ
ラ
ン
」の
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
い
る
中
心

経
営
体
の
方
々
、
新
規
就
農
希
望
者
、
仲
介
役
の
農
業
委

員
な
ど
総
勢
37
名
で
し
た
。

　

用
意
さ
れ
た
大
判
の
地
図
に
は
あ
ら
か
じ
め
色
分
け

が
さ
れ
、
売
渡
希
望
や
貸
付
希
望
の
農
地
が
見
や
す
く
表

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
議
の
始
ま
り
と
と
も
に
、
参
加
者

は
自
分
の
希
望
す
る
地
区
の
地
図
の
周
り
に
集
ま
っ
て
、

ど
こ
に
ど
ん
な
農
地
が
出
て
い
る
の
か
図
面
や
表
を
確

認
し
て
、「
こ
こ
は
私
が
借
り
た
い
よ
」と
意
思
を
表
明
し

て
い
き
ま
す（
表
紙
写
真
）。
と
き
に
は
同
じ
農
地
に
買
い

た
い
人
、
借
り
た
い
人
が
集
中
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、

そ
ん
な
時
は
農
業
委
員
会
の
委
員
が
仲
介
を
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
を
す
り
合
わ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

　

単
な
る
早
い
も
の
勝
ち
で
は
な
く
、
全
体
的
な
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
て
話
し
合
い
を
進
め
る
の
が
こ
の
会
議
の

良
い
と
こ
ろ
で
す
。
約
1
時
間
に
渡
る
会
議
の
結
果
、
49

筆
の
農
地
に
つ
い
て
売
買
、
貸
借
の
具
体
的
な
交
渉
が
開

始
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
農
地
の
調
整
以
外
に
も
、
上
伊
那
農
業
農
村
支
援

セ
ン
タ
ー
や
J
A
上
伊
那
に
よ
る「
相
談
コ
ー
ナ
ー
」が

設
置
さ
れ
、
10
組（
16
人
）の
方
々
が
利
用
し
、
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。

相談コーナーの様子

　

さ
ら
に
今
回
は
、
新
し
い
試
み
と
し
て「
意
見
情
報

交
換
会
」を
実
施
し
、
農
業
に
関
す
る
様
々
な
意
見
や

提
案
が
な
さ
れ
、
今
後
に
つ
な
が
る
有
意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

  

農
地
利
用
調
整
会
議
は
年
1
回
の
開
催
で
す
。
農
地

の
売
買
・
貸
借
を
検
討
中
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
相
談
コ

ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
い
方
、
情
報
交
換
を
し
た
い
方
、

来
年
も
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
報
告
：
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
　
渡
邉 
健
寛
）

意見情報交換会の様子

　農業委員会では、遊休農地の実態把握、違反転用の早期発見な
どを目的に、毎年全ての農地を対象として農地パトロールを実施し
ています。また、今年度は、農地転用許可後、申請内容のとおりに
転用が行われているかどうかの調査も併せて実施しました。
　今回の遊休農地の調査結果は、グラフのとおりで、農家の皆様
や関係機関の皆様、地域の皆様のご理解とご協力により、昨年に
比べて遊休農地が大幅に解消されました。
　今年も8月頃、農地パトロールを実施します。定期的な耕運や
草刈りなど、農地の適正な管理に努めていただくようよろしくお
願いいたします。
　また、農業委員会では、遊休農地を解消し、貴重な財産である
農地を有効に活用するため、農地の所有者から売渡しや貸付けの
申し出があった場合、買受けや借受けを希望する方にあっせんを
行っています。地元の農業委員又は農地利用最適化推進委員若し
くは農業委員会事務局までご相談くださるようお願いします。

令和4年度 遊休農地調査の結果


